家庭礼拝　2012年3月28日　マルコ8章1－21　まだ悟らないのか
　賛美歌２９９　移り行く世にも　聖書朗読　　祈り　奨励説教　一分黙想　全員祈り　主の祈り　　賛美歌３００　十字架のもとに
起

イエス様が、弟子達を叱るのは度々であります。イエス様の弟子とは私達も含めてまことに至らない弟子達なのです。今日の聖書の箇所でも、まだ悟らないのかと叱っています。この弟子達も、そして私達もそうなのですが、いくらイエス様の奇跡を見ても、いくらすばらしい教会の説教を聴いても、そのときはどんなにか感動して悔い改めようとしていても、それがすぐに過去のものになってしまい、忘れてしまうと言うことです。そしてすぐに、目先の損得や、恐れ不安にとらわれてしまうのです。
弟子達は何度イエス様に叱られたでしょか。このマルコによる福音書で、これまでに出てきた箇所を拾い集めてみると、このような箇所が見つかります。

一つ目は種まきのたとえが分からなかったときです。「このたとえが分からないのか。ではどうしてほかのたとえが理解できるだろうか。」と言って説明しました。
二つ目は、湖を横切ってゲラサの地方に行く途中、弟子達が突風に恐れおののいたとき、「なぜ怖がるのか。まだ信じないのか。」と叱りました。

三つ目は、湖の上を歩くイエス様を見て、弟子達が幽霊だと思って、怯えた時「安心しなさい。私だ。怖れることはない。」と言いました。このときも、弟子達はパンの出来事を理解せず、心が鈍くなっていたからである、と言われています。

四つ目は、人を汚すもののたとえを弟子達が理解できなかったとき、「あなた方も、そんなに物分りが悪いのか。」と言って説明をしてくれました。

五つ目が今日の聖書の箇所の、ファリサイ派の人々とヘロデのパン種に気をつけなさいといったときに、勘違いして弟子達が言い争いをしたときに、「なぜ、パンを持っていないことで議論するのか。まだ、分からないのか。悟らないのか。心がかたくなになっているのか。目があっても見えないのか。耳があっても聞こえないのか。覚えていないのか。」と、長い言葉で、愚かな言い合いをしていることを叱りました。そして最後にもう一度、「まだ悟らないのか。」と叱ったのです。
これからも、何度も叱られることの多い弟子達ですが、ここに上げた5回のうちの2回はたとえが分からないことをたしなめられたものです。これは叱られたうちに入らないのかもしれませんが、聞いている弟子達にとっては叱られたと同然だと思います。それに対し、残りの3つはこれは完全に叱られています。イエス様の奇跡の業を何度も見ていても、その力を信じないで、恐れおののいていたからです。イエスさまはそのような弟子達に、「まだ信じないのか、まだ悟らないのか」と叱るのです。たとえ奇跡の業を見ても、その力を信じて、日常の中に生かすということが如何に難しいのかを思わされます。私達もまた、信じられないのです。どんなに聖書の説き明かしを聞いても、どんなに人の証を聞いても、それでもまだ信じられず、恐れおののき、不安になり、疑い、神様やイエス様の力を忘れてしまうのです。そして私達もまた、弟子達と同じように叱られているのではないでしょうか。「まだ信じないのか、まだ悟らないのか」と叱られているのではないでしょうか。
そのように、弟子達と共に叱られている自分達を思い浮かべながら今日の聖書の箇所を読んでみたいと思います。
承

最初に、4千人に食事を与える場面が出てきます。前に出てきた5千人の食事の話は、4つの福音書全部に出てきていますが、今日の4千人の食事の話は、マタイとマルコだけです。この話の内容は、非常に似通っており、数字の値が多少違っているだけです。それで、これは一つの出来事が、二つの伝承となって、このように伝わったのではないかとも言われています。それで、大きく違うところを比較しながら見て行きたいと思います。
最初は、この問題を言い出したのは誰かと言うことです。5千人の場合は、弟子達が心配して、「ここは人里はなれたところで、時間もだいぶたちました。人々を解散させてください。そうすれば、自分で周りの里や村へ、何か食べるものを買いに行くでしょう。」と弟子達から言い出しました。4千人の場合は、イエス様が弟子達を呼び寄せてこう言われたのです。「群衆がかわいそうだ。もう3日も私と一緒にいるのに、食べ物が無い。空腹のまま家に帰らせると、途中でつかれきってしまうだろう。中には遠くから来ているものもいる。」と言ったのです。まだ誰も何も言っていなかったけれども、イエスさまはそのことを心配していたのです。私達が何も言い出さなくても、イエス様は私達の心配を、すでに知っていてくださって、代わりに心配してくださる方なのです。私達はこのことをも信じてよいのではないでしょうか。私達が悩みにあるとき、イエスさまはそれを、すでに知って共に悩んでいてくださるのだと、信じることが出来るのではないでしょうか。
数字のことを言えば、5千人の場合は、5つのパンと2匹の魚で、5千人が食事をし、パンくずは12籠になりました。4千人の場合は、7つのパンと少しの魚で、4千人が食事をし、パンくずは7籠になったのです。いずれにしても少しのパンと少しの魚で、大勢の人が食事をすることができ、多くのパンくずを集めることが出来たのです。

そして解散させたときには、5千人の場合は、弟子達を強いて船に乗せて出発させ、イエスさまは陸地を歩いていかれるのです。4千人の場合はイエス様は弟子達と共に船に乗って出発されるのです。
この二つの話の中で、特に共通して強調されているのは、弟子達が、こんなにも多くの人々にどうやってパンを与えることが出来るでしょうか、と言ったのに対し、イエス様が、パンはいくつあるかといって、それを取って感謝の祈りを唱えて弟子達に配らせたと言うことです。ここの部分は、二つの話の中で、何の揺らぎもぶれも無く語られているのです。
この話でいつも思わされるのは、私達は何か良いことをしようと思っても、自分には力が無い、お金が無い、知恵が無い、信仰がないと、いつも無いものを理由にして、良いことをしようとしないことです。それが出来ないのは自分が悪いのではない、そのような環境や状況が良くないのだと言い訳してしまうことです。もしそのことを、批判でもされようものなら、必死になって自分は悪くないとそれに抵抗してしまうことです。ですがイエスさまは、弟子達が出来ないと言ったことに対して反論することなく、持っている物を訊ねたのです。パンは幾つあるかと訊ねたのです。イエス様にとって、何も大きなものは必要ではなかったのです。どんな小さなものでも、それに感謝して、それによって良いことをしなさいといってくださっているのです。どんな大きな出来事も、まずは小さな出来事から始まるのです。まずは一人から始まるのです。その一人が一歩を踏み出せば、それに共感する人は共に歩んでくれるのです。社会の進歩はそのようにして起こりました。イエスさまは、その小さなことを用いて大きなものに変えてくださる方です。ですが、その小さなものを差し出す者がいなければ、その小さな一歩を踏み出す者がいなければ、イエス様も、何も出来なくなってしまうのです。私達は、その小さなものが用いられることを信じることが出来るのです。何も無いから何も出来ないと言わないで、小さなものがありますので、これを用いてくださいと言えるのです。イエス様が、何があるのか、と言われたときに、何もありませんと拒絶してはいけません。私達には、差し出せる何かがいつも備えられているのです。それを信じて差し出すのが、私達の信仰ではないでしょうか。
転
イエス様たちは食事の後すぐに、解散させられて、船に乗ってダルマヌタの地方へ行かれました。これは、ガリラヤ湖西岸のマグダラの近くになります。
そこでは、ファリサイ派の人々が来て、イエス様を試そうとして議論を吹きかけました。それは、「あなたには、天からのしるしがあるか。」と言うことでした。ファリサイ派の人々はイエス様に敵意を持って付けねらっているのですが、それでも、公然と襲うことは出来ないのです。多くの人々がイエス様が、神からの使いであることを信じていたし、ファリサイ派の人々自身もそのように感じている人がいたのだと思います。それで、そのような不安な状態にあることから開放されるために、イエス様に証拠を見せてほしいと言っているのです。この人々はイエス様の奇跡や、言葉を聞いても信じることが出来ず、私を信じさせる証拠を見せてくれと言っているのです。信じようとしない人々はいくら証拠が有っても信じないのです。

それで、イエス様は、心の中で深く嘆かれたのです。12節と13節です。

マコ 8:12　イエスは、心の中で深く嘆いて言われた。「どうして、今の時代の者たちはしるしを欲しがるのだろう。はっきり言っておく。今の時代の者たちには、決してしるしは与えられない。」

マコ 8:13　そして、彼らをそのままにして、また舟に乗って向こう岸へ行かれた。

　　私達は、本当に信じているでしょうか。信じているならば何によって信じているでしょうか。このパリサイ人達の言うような、証拠を見出したのでしょうか。何か奇跡を見たからでしょうか。聖書を読んで感動したからでしょうか。それとも、信仰は信じることによると考えて、信じることにしたのでしょうか。でもそれで、信じることにしたと言って信じられるものでしょうか。本当に信じることは、そんなにたやすいことではありません。せいぜい信じる振りをするくらいまでです。私は、以前は、信じる決断をしたから、信じるのだと思っていました。それが信仰だと思っていました。ですが、今は、人間が信じようとしたくらいで信じられるものではないと思っています。信じる心が与えられない限り信じられるものではないと思っています。信仰を自分の力で掴み取る事などは出来るはずが無く、つかもうとすればするほど逃げていくものだと思っています。イエス様が、彼らをそのままにして、また船に乗って向こう岸に行かれた、といようなものです。それとは反対に、信じることは、向こうからやってくるものだと思っています。信仰も、愛も、神様も、みんな向こう側から神様の側からやってきて、信じさせてくださるものであると思っています。そのためには、自分がじたばたしない方が良いと思っています。祈りもまた、それを引き寄せられるものではありません。力づくでは出来ないのです。祈りは、私たちがその準備が出来ましたと知らせるだけです。そして時が満ちたとき、訪れてくださるものだと思っています。ですから、知識も、奉仕も、努力も必要なものだとは思えないのです。そのようなものは律法主義に陥るだけです。私達に必要なことは、与えられることを信じて、心を開き、待ち望むことだけのような気がしています。それを助けてくださるのは、聖霊の働きです。聖霊の助けを信じて、本当の信仰が与えられることを待ち望むこと、その中に本当の信仰が与えられるのではないかと思っています。
イエスさまは言いました。「今の時代の者たちには、決してしるしは与えられない。」このように、私達はしるしによって信仰を得ることは出来ないのです。どんなに印を求めて努力しても、本当の信仰には至らないのです。その信仰は、神様から直接与えられるからです。神様の側からやってくるからです。それが恵みと言うものだと思います。
話が変わって向こう岸に行く船の中で、弟子達のちょっとした騒動がありました。14節から16節です。
マコ 8:14　弟子たちはパンを持って来るのを忘れ、舟の中には一つのパンしか持ち合わせていなかった。

マコ 8:15　そのとき、イエスは、「ファリサイ派の人々のパン種とヘロデのパン種によく気をつけなさい」と戒められた。

マコ 8:16　弟子たちは、これは自分たちがパンを持っていないからなのだ、と論じ合っていた。
その船の中で、弟子達は、パンが足りないことを考えていました。イエスさまは、先ほどのパリサイ人達との論争のことを考えていたのかもしれません。そして、「ファリサイ派の人々のパン種とヘロデのパン種によく気をつけなさい」と言ったのです。ファリサイ派の人々とヘロデ派の人々は、以前からイエス様の活動に敵対心を持っており、殺そうとさえ思っているグループです。このときイエス様が言ったパン種とは、その印が無ければ信じない、と言う考え方であったかもしれません。そのような証拠に基づく信仰と言うのは、信仰を腐敗させるものです。パン種とは、あまり良いたとえには用いられず、腐敗させるものと言うたとえに用いられます。そのような、しるしが無ければ信じないという考え方は、すぐに蔓延してしまう考え方であり、今の私達もまた、この考え方に侵されています。この考え方は、信仰にとっては大きな危険をはらんでいます。信仰とは見ないで信じるものだからです。イエスさまはそのしるしを求める信仰の危険に対して、そのパン種によく気をつけなさいと言われたのです。
それに対して、弟子達は、気になっていたパンが一つしかないことを言われたのだと思って、船の中で、言い争いになっていたのです。それを聞いてイエス様は言いました。17節から21節です。

マコ 8:17　イエスはそれに気づいて言われた。「なぜ、パンを持っていないことで議論するのか。まだ、分からないのか。悟らないのか。心がかたくなになっているのか。

マコ 8:18　目があっても見えないのか。耳があっても聞こえないのか。覚えていないのか。

マコ 8:19　わたしが五千人に五つのパンを裂いたとき、集めたパンの屑でいっぱいになった籠は、幾つあったか。」弟子たちは、「十二です」と言った。

マコ 8:20　「七つのパンを四千人に裂いたときには、集めたパンの屑でいっぱいになった籠は、幾つあったか。」「七つです」と言うと、

マコ 8:21　イエスは、「まだ悟らないのか」と言われた。

　　イエスさまは、激しく怒られました。「分からないのか。悟らないのか。心がかたくなになっているのか。目があっても見えないのか。耳があっても聞こえないのか。覚えていないのか。」これほど激しく、怒られたイエスさまは無かったのではないでしょうか。イエス様が、怒られたのは、5千人や4千人の人々との食事の奇跡を体験してきたのに、その印を見てきたのに、それでも信じていない弟子たちを嘆いたのです。パリサイ人達はしるしを見せろと言い、弟子達は印を見ても信じていない、この現実を嘆いたのです。結局その奇跡のしるしは、信じることに対しては、あまり役に立っていなかったのです。私達が、イエス様の奇跡は過去のこと、2000年も前のことと思ってしまうように、弟子たちにとっても、その奇跡は過去のこととなってしまい、今のパンには何の関係も無いと思ってしまっているのです。そのことをイエスさまは嘆かずにおられなかったのです。まだ悟らないか、とはイエス様の、心の奥底から搾り出すような、嘆きの言葉だったのです。イエス様の弟子達には、この5千人4千人の食事のことをさして、まだ悟らないのかと言われました。ですが、今の私達は、イエス様の十字架のことを指し示して、まだ悟らないのかといわれているのです。これ以上のしるし、これ以上の奇跡をあなた方に示すことは出来ない。それでもまだ、あなた方は悟らないのかと言われているのです。この嘆きの言葉には、イエス様の十字架の上での言葉が続きます。それは、イエス様が「父よ、彼らをお許しください。自分が何をしているのか知らないのです。」と祈ったことです。私達は何度叱られても、それでも私達は許されているのです。まだ悟らないのか、だが、父よ、彼らをお許しくださいと、祈られているのです。
結

私達の信仰は、聖霊の助けによって、神様からやってくるのだと思います。自分の力で引き寄せられるものでは有りません。印を見て信じるものではなく、そのような印に頼ろうとするのでもなく、私達の小さな信仰を、イエス様のみ前に差し出して、主よどうか、この信仰を働かせてくださいとお願いすれば、大きな奇跡が起こるのかもしれません。
（一分間黙想）（お祈り）

天の父なる神様、あなたの恵みに感謝いたします。私達に与えられている小さな信仰に感謝いたします。私達は自分の力で信じるものではなく、あなたの恵みによって信仰を与えられています。その信仰によって、私達にできることをあなたに捧げることが出来ますように。どうかそのことをあなたが用いてくださって大きな奇跡を行ってくださいますように。私達はまだ悟らないのかとお叱りを受けるものですが、どうかあなたの許しが与えられますように。

　あなたに救いを求める多くの人々の上に、あなたの恵みがありますように。どうかあなたの御国が、信じるものと共にありますように。信仰を与えられていないものにも、あなたの慈しみがありますように。平安がありますように。

この祈りを主、イエスキリストの御名によってお祈りいたします。アーメン

＜＜聖書の箇所＞＞
◆四千人に食べ物を与える

マコ 8:1　そのころ、また群衆が大勢いて、何も食べる物がなかったので、イエスは弟子たちを呼び寄せて言われた。

マコ 8:2　「群衆がかわいそうだ。もう三日もわたしと一緒にいるのに、食べ物がない。

マコ 8:3　空腹のまま家に帰らせると、途中で疲れきってしまうだろう。中には遠くから来ている者もいる。」

マコ 8:4　弟子たちは答えた。「こんな人里離れた所で、いったいどこからパンを手に入れて、これだけの人に十分食べさせることができるでしょうか。」

マコ 8:5　イエスが「パンは幾つあるか」とお尋ねになると、弟子たちは、「七つあります」と言った。

マコ 8:6　そこで、イエスは地面に座るように群衆に命じ、七つのパンを取り、感謝の祈りを唱えてこれを裂き、人々に配るようにと弟子たちにお渡しになった。弟子たちは群衆に配った。

マコ 8:7　また、小さい魚が少しあったので、賛美の祈りを唱えて、それも配るようにと言われた。

マコ 8:8　人々は食べて満腹したが、残ったパンの屑を集めると、七籠になった。

マコ 8:9　およそ四千人の人がいた。イエスは彼らを解散させられた。

マコ 8:10　それからすぐに、弟子たちと共に舟に乗って、ダルマヌタの地方に行かれた。

◆人々はしるしを欲しがる

マコ 8:11　ファリサイ派の人々が来て、イエスを試そうとして、天からのしるしを求め、議論をしかけた。

マコ 8:12　イエスは、心の中で深く嘆いて言われた。「どうして、今の時代の者たちはしるしを欲しがるのだろう。はっきり言っておく。今の時代の者たちには、決してしるしは与えられない。」

マコ 8:13　そして、彼らをそのままにして、また舟に乗って向こう岸へ行かれた。

◆ファリサイ派の人々とヘロデのパン種

マコ 8:14　弟子たちはパンを持って来るのを忘れ、舟の中には一つのパンしか持ち合わせていなかった。

マコ 8:15　そのとき、イエスは、「ファリサイ派の人々のパン種とヘロデのパン種によく気をつけなさい」と戒められた。

マコ 8:16　弟子たちは、これは自分たちがパンを持っていないからなのだ、と論じ合っていた。

マコ 8:17　イエスはそれに気づいて言われた。「なぜ、パンを持っていないことで議論するのか。まだ、分からないのか。悟らないのか。心がかたくなになっているのか。

マコ 8:18　目があっても見えないのか。耳があっても聞こえないのか。覚えていないのか。

マコ 8:19　わたしが五千人に五つのパンを裂いたとき、集めたパンの屑でいっぱいになった籠は、幾つあったか。」弟子たちは、「十二です」と言った。

マコ 8:20　「七つのパンを四千人に裂いたときには、集めたパンの屑でいっぱいになった籠は、幾つあったか。」「七つです」と言うと、

マコ 8:21　イエスは、「まだ悟らないのか」と言われた。
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